
(1)平成15年 10月 1日 健康と光線

温
熱
療
法
の

熱
源
と
治
療
法

温
熱
療
法
で
利
用
さ
れ
る
熱
源
に

は
、
輻
射
線

（赤
外
線
）
が
物
体
に
吸

収
さ
れ
て
熱
に
変
わ
る
輻
射
熱
、
物

体
の
熱
が
高
温
部
か
ら
低
温
部

へ
移

動
す
る
伝
導
熱
、
液
体
や
気
体
の
よ

う
な
物
体
の
熱
が
移
動
す
る
対
流
熱

が
あ
り
、
治
療
法
は
局
所
温
熱
療
法

と
全
身
温
熱
療
法
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
熱
源
は
、

太
陽
光
線
と
同
じ
で
透
過
力
が
あ
る

近
赤
外
線
領
域
の
輻
射
線
が
身
体
の

深
部
で
吸
収
さ
れ
て
生
じ
る
輻
射
熱

が
主
で
す
が
、
皮
膚
で
生
じ
る
熱
も

伝
導
熱
と
し
て
作
用
し
ま
す
。
そ
の

た
め
身
体
を
芯
か
ら
気
持
ち
良
く
温

め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

治
療
法
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で

一

台
の
治
療
器
で
行
う
場
合
は
局
所
温

熱
療
法
が
主
体
に
な
り
ま
す
が
、
全

身
に
照
射
す
る
基
本
照
射
を
併
用
す

る
こ
と
で
全
身
温
熱
療
法
に
準
じ
た

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
な
お
治
療

院
で
用
い
て
い
る
密
閉
さ
れ
た
空
間

内
で
多
灯
照
射
す
る
ル
ー
フ
式

マ
ル

チ
ア
ー
ク
療
法

（全
身
温
熱
療
法
）

に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。

温
熱
療
法
の
効
果

温
熱
療
法
の
効
果
と
し
て
従
前
か

ら
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、

①
末
梢
循
環
の
改
善
。
②
心
拍
出

量
の
増
大
。
③
発
汗
促
進
。
④
新

陳
代
謝
の
促
進
。
⑤
筋
緊
張
弛
緩
。

⑥
鎮
痛
効
果
。

な
ど
で
す
。
中
で
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
鎮
痛
効
果
は
、
患
部
の
循
環
障

害
が
改
善
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
、

ど
ん
な
痛
み
で
も
照
射
時
間
を
延
ば

し
て
掛
け
れ
ば
確
か
な
効
果
が
体
験

で
き
、
回
復
機
転
を
促
し
治
癒
に
至

る
期
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。
な
お
血

行
が
良
く
な
る
過
程
で

一
過
性
に
痛

み
が
増
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
照

射
し
続
け
れ
ば
確
実
に
痛
み
は
和
ら

い
で
き
ま
す
。

さ
て
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
た
温
熱

作
用
に
よ
る
遺
伝
子
発
現
に
つ
い
て

は
既
述
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
簡
潔

に
ま
と
め
る
と
、
細
胞
を
通
常
の
生

育
温
度
よ
り
高
温
に
さ
ら
す
と
遺
伝

子
に
熱
シ
ョ
ッ
ク
応
答
と
呼
ぶ
反
応

が
起

こ
り
、
生
体
防
御
作
用
が
あ
る

熱

シ

ョ
ッ
ク
蛋
自
質
の
合
成
を
著
し

く
促
進
し
て
、
外
来
刺
激
に
対
す
る
抵

抗
性
を
高
め
、
自
然
免
疫
能
を
克
進

さ
せ
、
病
気
と
大
き
く
関
わ
る
蛋
自
質

の
異
常
を
正
常
化
す
る
な
ど
、
治
療
面

で
極
め
て
有
用
な
作
用
が
あ
り
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

の
治
療
法

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
と
サ
ナ
モ

ア
関
連

の
光
線
治
療
院
で
は
、
ル
ー

を
加
温
し
て
高
体
温
に
す
る

ハ
イ
パ
ー

サ
ー
ミ
ア

（加
温
療
法
）
に
準
じ
た

効
果
が
あ
り
ま
す
。

な
お

ハ
ィ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
は
、
こ

れ

ま

で
悪
性

腫
瘍

細
胞

が
細
胞

死

（
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
）
を
起

こ
す
体
温

の
４２
Ｃ
ま
で
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
主

目
標
に
さ
れ
た
た
め
、
医
師

の
監
視

下
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
、

断
熱
性
の
覆
い
を
し
た
閉
鎖
空
間
内

で
赤
外
線
加
温
器
を
使
用
し
、
加
温

の
目
標
値
を
３９
～
踊
と
低
く
設
定
し

て
治
療
し
て
も
、
悪
性
腫
瘍
だ
け
で

な
く
多
く
の
疾
患
で
治
療
効
果
を
高

め
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
太
陽
光
線

の
全
波
長
を
放
射
す
る
綜
合
光
線
療

法
で
、
赤
外
線
の
温
熱
作
用
は
そ
の

一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
光

線

の
作
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

温
熱
作
用
が
な
い
紫
外
線

の
作
用
、

例
え
ば
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
生
成
の
よ
う
な

光
化
学
作
用
が
重
視
さ
れ
た
た
め
、

温
熱
作
用
は
軽
視
さ
れ
た
観
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
近
年
、
光
線
療
法

の

効
果
に
温
熱
作
用
が
相
乗
効
果
と
し

て
関
わ

っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
新
発

見
が
相
次
ぎ
、
綜
合
光
線
療
法

の
有

用
性
を
裏
付
け
て
い
る

こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
温
熱
作
用
に
つ
い
て

―
ル
ー
フ
式
マ
ル
チ
ア
ー
ク
療
法
―

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会

サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
所

医
学
博
士

宇
都
宮
　
光
明 ―その4-

フ
式

マ
ル
チ
ア
ー

ク

療

法

と

名

付

け

た

全

身

温

熱

療

法

を

行

っ
て

い
ま

す

。

こ

の

治

療

法

は

密

閉

し

た

空

間

内

で

四
台

か

ら

五

台

の
治

療

器

を

一

斉
に
点
灯
し
て
全
身
に
約
４５
分
前
後

照
射
し
ま
す
。
そ
の
た
め
十
分
な
照

射
量
が
確
保
で
き
、
ま
た
輻
射
熱
、

伝
導
熱
に
併
せ
て
空
間
内
の
対
流
熱

を
利
用
す
る
た
め
、
血
行
は
著
し
く

促
進
し
、
大
量
に
発
汗
し
て
有
害
物

質

（ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
）
の
排
泄

を
促
し
、
鎮
痛
効
果
に
関
係
す
る
モ

ル
ヒ
ネ
様
物
質
の
分
泌
を
促
し
、
免

疫
能
を
調
整
し
、
熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋
自

質
の
合
成
を
促
進
す
る
等
々
、
全
身
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健康と光線 平成15年 10月 1日 (2)

症  例 :38歳、女性。
主  訴 :両側 の下 腿側 面 に生 じた表皮 び

らん と潰瘍。

起始・ 経過 :約20年前 に糖 尿病 と診 断 さ
れ 、以 来 、食事 療法 と運動 療法

に加 え イ ンス リンを使 用 して い

るが 、血糖 コ ン トロール は不 良

で 、 合 併症 と して 網膜 症 と神経

障害 を認 める。 約 1か月前 に両
側 の下 腿 側面 にか ゆみ を ともな

う湿疹 がで き、 自分で ひ っか い

た と ころ 、表皮 が剥 離 し、径 5

cm程度 のび らん と一部 に潰瘍 が
生 じた。近 医皮 膚科 に通 院 し治

療するも改善が見 られ な いため、

治療 目的 にて来 院。

治  療 :①側 臥位 にて 20分、4灯照射 。
月夏音Б (BD)、 膳署部 (BD)、 月黍
(AB)、 ′己寡言 (AB)。

②仰 臥位 にて 30分、2灯照射。
有 下 腿 側 面 (BD)、 左 下腿 側

面  (BD)。

経  過 :初回治療直 後 か ら大量 の滲 出液
の分泌 が見 られ 、痛 み も軽 減 し

た。 週 に 3回のペ ースで 治 療 を
糸迷続 した と ころ、 3回目頃よ り、
徐 々 にび らん の面積 に縮 小 傾 向

が み られ 、周 囲の発赤 、 腫脹 に

も改善 が認 め られ た。 さ らに 10

回終 了 時 に はび らん の面積 は半

分程 度 とな り、 治療 開始 か ら約

2か月程度 で 、病 変部 はわず か
な癖痕 を残 して、 ほぼ完治 した。

病
気
の
解
説

糖
尿
病
は
生
活
習
慣
病

の

一
つ
で

あ
り
、
慢
性
か

つ
進
行
性
で
、
長
期

に
わ
た
り
患
者
の
日
常
生
活

の
質
を

低
下
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
糖
尿
病
が

や

っ
か
い
な
病
気
と
さ
れ
る
所
以
は
、

罹
病
期
間
が
長
期
に
わ
た
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起

こ
す
と

い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

三
大
合
併
症

と
し
て
知
ら
れ
る
網
膜
症
、
腎
症
、

神
経
障
害
ば
か
り
で
な
く
、
白
内
障
、

心
筋
梗
塞
、
下
肢
動
脈
硬
化
症
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
本
症
例
の
よ
う
に
、

糖
尿
病
患
者
で
は
足
に
潰
瘍
や
壊
疸

を
形
成
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
足
に

見
ら
れ
る
合
併
症
を
糖
尿
病
足
病
変

と
総
称
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
こ
の

よ
う
な
糖
尿
病
足
病
変
は
、
糖
尿
病

患
者
数

の
増
加
や
罹
病
期
間
の
長
期

化
に
伴
い
増
加
傾
向
に
あ
り
、　
一
九

九
四
年
の
米
国
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

糖
尿
病
足
壊
疸
に
よ
る
下
肢
切
断
数

は
、
非
外
傷
性
下
肢
切
断

の
約
５０
～

６０
％
を
占
め
て
お
り
、
年
間
約
６
万

例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
足
病
変
は
、
足
そ
の
も

の

の
変
化

（内
的
要
因
）
と
外
か
ら
の

傷
害

（外
的
要
因
）
が
重
な

っ
て
発

症
し
ま
す
。
内
的
要
因
と
し
て
は
、

神
経
障
害
、
血
行
障
害
、
易
感
染
性

が
重
要
で
あ
り
、
足
趾
の
屈
筋
と
伸

筋
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
足
や
足
趾

が
変
形
す
る
と
、
局
所
の
圧
負
荷
が

強
く
な

っ
て
角
化
が
進
行
し
、
こ
れ

に
血
行
障
害
が
加
わ
り
皮
膚
や
足
を

弱
く
し
て
足
の
変
形
を
助
長
し
ま
す
。

ま
た
外
的
要
因
に
は
、
合
わ
な
い
靴

を
履
く
こ
と
に
よ
る
足

へ
の
圧
負
荷
、

爪
切
り
な
ど
に
よ
る
切
創
、
打
撲
に

よ
る
傷
害
、
火
傷
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
前
述

の
内
的
要
因
と
外
的
要
因

が
重
な

っ
た
時
に
足
趾
の
変
形
、
爪

・

足
趾
の
自
癬
菌
症
、
巻
き
爪
や
爪
周

囲
炎
、
朕
抵
、
潰
瘍
、
壊
疸
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
足
病
変
を
引
き
起
こ
す
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
糖
尿
病
足
病
変

に
関
し
て
は
、
現
代
医
学
に
決
め
手

と
な
る
治
療
法
は
な
く
、
大
事
な
こ

と
は
予
防
と
な
り
ま
す
。
自
分
で
足

趾
を
よ
く
見
て
、
清
潔
に
保
ち
、
足

に
合

っ
た
靴
を
選
ぶ
、
深
爪
は
し
な

い
と
い

っ
た
点
に
注
意
を
払
う
こ
と

に
よ

っ
て
多
く
の
糖
尿
病
足
病
変
は

予
防
が
可
能
で
す
。

病
気
と
光
線
療
法

糖
尿
病
足
病
変
は
、
重
症
化
し
た

場
合
に
は
下
肢
切
断
と
な
る
こ
と
も

あ
り
油
断
の
な
ら
な
い
病
態
で
す
。
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
は
、
内
因
性
の
イ

ン
ス
リ
ン
分
泌
を
促
進
す
る
作
用
が

あ
り
、
音同
血
糖
状
態
を
改
善
し
血
糖

コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
良
好
に
保

つ
こ
と
か
ら
、

血
管
系
の
合
併
症
の
予
防
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
と
く
に
糖
尿
病
足
病

変
に
つ
い
て
は
、

局
所
を
清
潔
に
保

ち
、
感
染
症
を
予
防
し
、
傷
害
さ
れ

た
組
織

の
修
復
を
促
す
と
い
う
観
点

か
ら
も
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
最
適

な
療
法
で
あ
り
、
治
療
法
で
あ
る
と

同
時
に
予
防
法
に
も
な
る

の
で
す
。



(3)平成15年 10月 1日 健康と光線

三
周
年
を
迎
え
た
・

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

平
成
十
二
年
九
月
に
開
院
し
ま
し

た
治
療
院
も
、
無
事

二
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

サ
ナ
モ
ア
愛
用
者

の
方
を
は
じ
め
と

し
て
多
く
の
方
々
に
ご
来
院
頂
き
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
ル
ー
フ

式

マ
ル
チ

・
ア
ー
ク
療
法
を
体
験
で

き
る
施
設
と
し
て
、
ス
タ

ッ
フ

一
同
、

一
層
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
五
回

「光
と
熱
研
究
会
」
の

お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
次
回
の
研
究
会
は
、
都

合
に
よ
り
平
成
十
六
年

一
月
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
　
時

¨
平
成
十
六
年

一
月
十
七

日
（土
）午
後
二
時

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

テ
‥
マ

¨
糖
尿
病
に
関
連
し
た
話

題

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新
規
に
光

線
治
療
院
を
開
業
さ
れ
た
先
生
方
や
、

既
に
開
業
さ
れ
て
ご
活
躍
中
の
先
生

方
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

日̈
本
一淵
療
院
一一（写
童エ

（平
成
十
四
年

四
月
開
院
）

電
話

一
〇

一
一
‐
七
九

下
‐
一
四
九
五

住
所

¨
札
幌
市
東
区
東
苗
穂

一
三
条

三
丁
目

一
九
―

一
八

交
通

¨
地
下
鉄
環
状
通
東
か
ら
市
営

バ
ス
東
苗
穂

一
三
―

三
下
車

徒
歩
五
分

院
長

¨
石
本
路
子
先
生

一
言

¨
十
五
年
前

の
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
と
の
出
逢
い
が
、
私
の

体
を
健
康
に
導
い
て
く
れ
ま

石
本
路
子
先
生

等 募 集 鐙

当協会の趣貴に賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治療院の

開業を検官オなさりたい方は、

おFonい合わせください

サナモア光線治療院
〒153‐ 0063
東京都 目黒区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759‐-3710
FAX (03)5759-‐ 3720

し
た
。
こ
の
喜
び
を
多
く
の

人
に
分
け
て
あ
げ
ら
れ
た
ら

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

住
所

一住
日
光
線
治
療
所
一一一奪
亘
（Ｉ

一 院 交
言 長 通

（平
成
十
五
年
五
月
開
院
）

電
話

一
〇
一一下

三
六
九
一
Ｔ

一
六
壬

二

住
田
博
子
先
生

東
京
都
葛
飾
区
東
立
石

三
―

八
―

一
一

京
成
線
立
石
駅
下
車
徒
歩
八
分

住
田
博
子
先
生

私
と
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
と

の
出
会
い
は
三
十
九
年
前

の

こ
と
で
す
。
以
来
、
色
々
な

体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
自
然
治
癒
力
を
高
め
る

光
線
療
法

の
素
晴
ら
し
さ
を

知

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
、

開
院
の
準
備
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
こ
の
程
、
念
願
の

治
療
院
を
開
院
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、　
一
人
で

も
多
く
の
方

の
疾
病
治
療
や

健
康
増
進
に
お
役
に
立
ち
た

い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

サナモア光線治療師
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□
□
回
□
□

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
が

光
線
療
法
で
改
善
し
た

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

症
例
　
５０
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
仕
事
の
上
で
飲
酒
の
機
会
が

多
い
こ
と
に
加
え
、
生
来
酒
好
き
だ

っ
た
こ
と
か
ら
ほ
と
ん
ど
毎
晩
日
本

酒
五
合
程
度
飲
ん
で
い
た
。
昨
年
暮

れ
、
急
に
食
欲
が
低
下
し
、
全
身
倦

怠
感
を
認
め
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲

も
湧
か
な
く
な

っ
て
き
た
た
め
、
家

人
の
勧
め
で
人
間
ド

ッ
グ
に
入
り
精

密
検
査
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
胃
炎

と
血
液
検
査
で
肝
機
能
異
常
を
指
摘

さ
れ
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
と
診
断
さ

れ
た
。
そ
の
際
、
医
師
か
ら
は
直
接

肝
臓
に
効
果
の
あ
る
薬
は
な
く
、
飲

酒
制
限
を
含
め
た
生
活
習
慣
の
改
善

が
重
要
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
、

近
医

へ
の
通
院
を
開
始
し
た
が
、
肝

機
能
を
表
す
数
値
は
良
く
な

っ
た
り

悪

く
な

っ
た
り

の
繰

り
返

し

で
あ

っ
た
た
め
、
友
人

の
紹
介
で
来
所
し

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン

で

一
号
集
光
器
を
使
用
し
て
、
上

腹
部
を
前
方
よ
り

２０
分
、
側
方
よ

り

２０
分

の
照
射
で
始
め
る
。

そ

の

後
、
腹
部

１０
分
、
背
部

１０
分
、
腰

部

１０
分
照
射
。
次
に
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
で
、
足
裏

３０
分
、
膝

１０
分
を
照

射
し
た
。

翌
日
か
ら
は
自
宅
治
療

を
始
め
る
が
、
そ
の
際
、
カ
ー
ボ

ン
は
Ａ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
と
Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ

ン
を
交
互
に
使
用
し
て
、
有
上

腹
部

（肝
臓
）
は
朝
晩

二
回
照
射

す
る
よ
う
指
示
し
た
。
治
療
開
始

一
週
間
後

に
、
腹
部

の
不
快
感
も

消
失
し
、
食
欲
も

で
て
全
身
倦
怠

感
も
軽
く
な

っ
た
と
の
報
告
を
受

け
た
。
さ
ら
に
、
そ

の
後
、
定
期

の
血
液
検
査
で
肝
機
能
を
表
す
数

値
は
正
常
範
囲
内

に
戻
り
、
順
調

な
回
復
を
示
し
て
い
る
と
医
師
か

ら
説
明
さ
れ
た
。
最
近

に
な
り
、

全
身
倦
怠
感
も
感
じ
な
く
な

っ
た

た
め
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
ジ

ョ

ギ

ン
グ
を
再
開
し
た
が
、
気
力
、

体
力
が
戻

っ
て
き
て
、
元

の
元
気

な
身
体

に
な

っ
た
と
い
う
自
信
が

湧
い
て
き
た
。
現
在
は
、
生
活
習

慣

に
も
注
意
し
な
が
ら
光
線
療
法

を
毎
日
続
け
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
一一一三
二
―

〓
二
五
八
）

□
国
回
□
□

変
形
性
膝
関
節
症
の
痛
み
と

腫
れ
が
消
失
し
た

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

症
例
　
６２
歳
　
女
性

症
状

　

一
日
中
立
ち
続
け
の
仕
事
の

た
め
下
半
身
に
負
担
が
か
か
り
、
以

前
か
ら
膝
関
節
痛
で
悩
ん
で
い
た
。

最
近
、
両
側
の
膝
関
節
痛
が
さ
ら
に

増
強
し
、
関
節
は
ぱ
ん
ぱ
ん
に
腫
れ

あ
が
り
、
歩
行
も
困
難
と
な

っ
て
き

た
の
で
、
病
院
に
行

っ
て
は
滲
出
液

を
抜
く
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
た
が
、
知
人
に
光
線
療
法
を
勧
め

ら
れ
て
来
所
し
、
そ
の
日
に
光
線
治

療
器
を
購
入
し
て
自
宅
治
療
を
開
始

し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン

に
て
、
足
裏
、
足
背
、
膝
、
膝
裏
、

腰
部
、
股
関
節
、
そ
け
い
部
、
背
部
、

後
頭
部
、
腹
部
を
各
２０
分
照
射
。
次

に
第

一
集
光
器
を
用
い
て
、
膝
を
前

後
か
ら
と
内
外
側
か
ら
各
２０
分
照
射

す
る
よ
う
指
導
し
た
。
ま
た
自
宅
治

療
で
用
い
る
カ
ー
ボ

ン
は
、
当
初

Ａ

Ｂ
カ
ー
ボ

ン
で
始
め
て
か
ら
、
Ｂ
Ｃ

カ
ー
ボ

ン
に
変
え
、
膝
の
前
後
、
股

関
節
、
そ
け
い
部
、
腰
部
を
各
２０
～

３０
分
照
射
し
て
か
ら
、
第

一
集
光
器

を
用
い
、
膝
の
前
後
、
内
外
側
を
各

３０
分
照
射
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
も

し
も
陽
性
反
応
の
た
め
痛
み
が
増
強

し
た
場
合
に
は
、
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に

変
え
て
痛
み
が
軽
く
な
る
ま
で
照
射

を
続
け
、
ま
た
膝
関
節
が
こ
わ
ば
る

よ
う
な
ら
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
に
変
え
て

み
る
よ
う
指
示
し
た
。
治
療
は
片
足

だ
け
で
も
数
時
間
か
か
る

の
で
、
と

に
か
く
根
気
よ
く
続
け
る

こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
患

者
は
熱
心
に
光
線
療
法
を
続
け
、
約

二
か
月
後
に
は
痛
み
と
腫
れ
は
引
い

て
ほ
ぼ
完
治
さ
れ
た
。
今
後
は
、
健

康
維
持

の
た
め
に
も
膝
関
節
だ
け
で

な
く
、
基
本
照
射
を
主
体
と
し
た
光

線
療
法
を
続
け
る
よ
う
に
説
明
し
た
。

（Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
二
Λ
　

』
〔
一
‐ ‐
一
¨
年
一

症 症
りに″J □

□
回
□
□

酒
さ
に
対
す
る
効
果
的
な

光
線
の
照
射
法

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院
海
渡

　

一
一
言
一氏
報
告

３．
歳
　
女
性
　
主
婦

約

一
年
前
か
ら
朝
、
洗
顔
し

た
際
に
鏡
を
見
て
自
分
の
顔
が
少
し

〈
５
ペ
ー
ジ

ヘ
つ
づ
く
〉
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〈
４
ペ
ー
ジ
か
ら

つ
づ
く
〉

赤
み
を
帯
び
て
い
る

こ
と
に
気
が
付

い
た
が
、
そ
の
う
ち
元
に
戻
る
と
思

っ

て
い
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
元

の

顔
色

に
戻
ら
な

い
た
め
病
院
を
受
診

し
た
と
こ
ろ
酒
さ
と
診
断
さ
れ
、
難

治
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
知
人

の
紹
介

で
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
器
を
購
入
し
自
宅
で
の
治

療
を
開
始
。
し
か
し
改
善
を
認
め
な

か

っ
た
た
め
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ

を
頂
い
た
後
、
当
院
で
の
治
療
を
受

け
る
た
め
に
来
院
し
た
。
初
診
時
、

患
者

の
顔
面
は
鼻

の
周
囲
と
両
側
頬

に
か
け
て
発
赤
し
て
お
り
赤
ら
顔
を

呈
し
て
い
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
当
初
Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ
ン
を
使
用
し
、
そ
の
後
、
Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ

ン
を
使
用
し
た
。
光
線
治
療
器
は

四
灯
使
用
し
、
頸
部
照
射

の
場
合

の

み

一
号
集
光
器
を
使
用
し
た
。
最
初
、

側
臥
位
に
て
顔
面
、
腰
部
、
大
臀
筋
、

膝
に
１０
分
の
照
射
を
施
行
後
、
腹
部
、

後
頭
部
、
足
裏
、
足
関
節
に
１０
分
照

射
し
た
。
次
に
、
仰
臥
位
に
て
有
顔
、

左
頸
部

（
甲
状
腺
）
、

有
股
関
節
、

左
膝
側
面
を
１０
分
照
射
。
さ

ら
に
、

左
顔
、
有
頸
部

（甲
状
腺
）
、

左
股

関
節
、
有
膝
側
面
に
１０
分
照
射
し
て

初
回
の
治
療
を
終
え
た
。
そ

の
際
、

患
者
は
鏡
を
見
て
自
分
の
顔

の
赤
み

が
薄
く
な

っ
て
い
た
の
で
喜
ば
れ
て

い
た
が
、
以
後
は
、
自
宅
に
て
Ａ
Ｂ

カ
ー
ボ

ン
で
継
続
治
療
す
る

こ
と
で

改
善
す
る
と
説
明
し
た
。

（Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七
）

病
院
を
受
診
。
精
密
検
査
の
結
果
、

肝
臓
内
に
直
径
４

ｍ
の
腫
瘍
が
認
め

ら
れ
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
も
四
五
Ｃ
Ｃ

と
上
昇
し
て
お
り
肝
細
胞
癌
と
診
断

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
抗
癌
剤
を
処

方
さ
れ
、
担
当
医
か
ら
、
自
宅
で
も

し
も
病
状
が
急
変
す
る
よ
う
な
ら
す

ぐ
連
絡
す
る
よ
う
に
と
説
明
を
受
け

退
院
と
な

っ
た
が
、
セ
カ

ン
ド

・
オ

ピ

ニ
オ

ン
を
求
め
て
、
違
う
病
院
を

受
診
し
た
と
こ
ろ
同
様
の
説
明
で
あ

っ

た
。
そ
の
後
、
患
者
は
途
方
に
く
れ

て
い
た
が
、
知
人
か
ら
光
線
療
法
の

こ
と
を
聞
き
、
藁
を
も
す
が
る
思
い

で
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
話
を
聞
き

に
来
院
。
光
線
療
法
が
自
身
の
も

つ

自
然
治
癒
力
を
最
大
限
に
高
め
る
治

療
法
で
あ
る
と
い
う
説
明
に
納
得
さ

れ
、
是
非
と
も

こ
の
治
療
法
に
か
け

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ふ
く
ら

み
早
速
治
療
開
始
と
な
る
。

療
法
経
過
　
平
成
九
年
十

一
月

一
日

か
ら
、
ほ
ぼ
連
日
治
療
を
開
始
。
治

療
は
、
光
線
治
療
器
五
灯
を
用
い
て
、

腹
部

（Ａ
Ｄ
）
、
腰
部

（Ｂ
Ｄ
）
、
肛

門
部

（Ｂ
Ｄ
）
、
膝

（Ａ
Ｂ
）
、
足
裏

（
Ａ
Ｂ
）

に

一
時
間
照
射
し
た
。
治

療
開
始
か
ら

一
週
間
位
経
過
し
た
頃

か
ら
、
し

ゃ

っ
く
り
、
こ
む
ら
返
り

の
頻
度
が
少
な
く
な
り
、
二
週
間
経

過
し
た
頃
に
は
、
体
調
が
改
善
し
て

き
て
、
食
欲
も
で
て
き
た
。
さ
ら
に

一
か
月
経
過
し
た
時
点
で
は
、
身
体

全
体
に
出
て
い
た
赤
い
斑
点
も
消
失

し
た
。
こ
の
間
、
医
師
か
ら
処
方
さ

れ
た
抗
癌
剤
は

一
切
服
用
し
て
い
な

か

っ
た
が
、
平
成
十
年

二
月

一
日
に

病
院
で
再
度
精
密
検
査
を
受
け
、
以

前
、
直
径
４

ｃｍ
の
大
き
さ
と
言
わ
れ

た
腫
瘍
は
直
径
５

ｍｍ
ま
で
縮
小
し
て

お
り
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
も
４０
以
下
に

減
少
し
て
い
た
。
担
当
の
医
師
は
、

「
抗
癌
剤
が
効

い
た

の
か
な
？
」

と

サ
ナ

モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ

せ
る

こ
と
で
最
も

効

果
の
あ
る

ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、

正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ

モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強

で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

独
り
言
を
言

っ
て
お
り
、
そ
の
言
葉

を
聞
い
た
時
、
患
者
は
飛
び
上
が
り

た
い
ほ
ど
嬉
し
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
二
か
月
、
四
月
二
十
日
ま

で
治
療
を
続
け
、
五
月
か
ら
は
光
線

治
療
器
を

三
台
購
入
し
、
自
宅
治
療

を
開
始
。
現
在
に
至
る
ま
で
四
年
半
、

身
体
的
に
は
全
く
異
常
は
な
く
、
元

気
に
生
活
さ
れ
て
い
る
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
三
二
―
三
六
四
―
九
四
四
五
）

◇

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま

で
設
定

で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト
で
き
る
サ
ナ

モ

ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的

に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

な
お

は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使

用

の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ
ン

ト
カ

ー
ボ
ン
以
外

の
カ

ー
ボ

ン
は

絶
対

に
使
用
し
な

い
で
下
さ

い
。

使
用
上
の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

□
□
回
□
□

肝
細
胞
癌
に
対
す
る

光
線
療
法
の
効
果

宮
城
県
塩
釜
市
　
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

門
間
　
武
夫
氏
報
告

症
例
　
６５
歳
　
男
性

症
状
　
数
日
前
か
ら
、
全
身
倦
怠
感

が
強
く
、
食
欲
も
低
下
し
、
し
ゃ

っ

く
り
も
止
ま
ら
ず
、
こ
む
ら
返
り
が

一
日
に
二
十
回
位
お
き
て
不
眠
と
な

っ

た
た
め
、
平
成
九
年

二
月
、
近
く
の
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目
標
は
楽
に
歩
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
す
。

広
島

県

　

馬
○

原
○
○

子
様

今
回
、
初
め
て
お
便
り
致
し
ま
す
。

ま
た

「
健
康
と
光
線
」
を
何
時
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
以

前
か
ら
骨
粗
霧
症

に
よ
る
腰
痛
に
悩

ま
さ
れ
腰
痛
ベ
ル
ト
を
使
用
し
た
り
、

痛
み
止
め
を
服
用
し
た
り
し
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
昨
年

の
九
月
よ
り
、

左
膝
に
水
が
貯
ま
り
今
年

の

一
月
ま

で
お
医
者
さ
ん
で
水
を
抜

い
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
左
膝
が
十

分
に
曲
が
ら
な
い
た
め
正
坐
は
で
き

ま
せ
ん
し
、
膝
関
節
は
変
形
し
０
脚

と
な

っ
て
し
ま

っ
た
た
め
歩
行
が
思

う
よ

う

に
で
き

ず

、

立

っ
た
り

坐

っ
た
り
す
る
の
も
困
難
で
す
。
自
宅

で
の
光
線
治
療
は
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン

に
て
、
腰
１０
分
、
腹
１０
分
、
膝
１０
分
、

膝
裏

１０
分
、

足
裏

１０
分
と

い

っ
た

具
合
で
毎
日
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、

痛
み
が
軽
く
な

っ
た
た
め
、
以
前
常

用
し
て
い
た
痛
み
止
め
は
現
在
使
わ

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
今
の
と
こ

ろ
は
散
歩
も
で
き
ず
、
自
転
車
に
乗

る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
ほ
と
ん

ど
運
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
せ
め

て
歩
く
こ
と
が
不
安
な
く
楽

に
で
き

れ
ば
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ナ
モ

ア
光
線
治
療
を
欠
か
さ
ず
続
け
る

つ

も
り
で
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
よ
る

痛
み
が
和
ら
ざ
ま
し
た

京

都

府

　

小

〇

〇

様

昨
年
の
秋
、
瀬
戸
内
海

の
小
さ
な

島

へ
み
か
ん
狩
り
を
兼
ね
た
旅
行
を

し
た
際
、
家
内
が
満
足
に
正
坐
で
き

な
い
の
を
見
て
お
ら
れ
た
民
宿
の
奥

さ
ん
が
、
ご
自
宅
か
ら
サ
ナ
モ
ア
光

線
治
療
器
を
出
し
て
こ
ら
れ
光
線
療

法
を
は
じ
め
て
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
家
内
は
、
長
年
に
わ
た
り
慢

性
関
節
リ
ウ

マ
チ
に
苦
し
ん
で
き
ま

し
た
が
、
病
院

の
薬
に
は
副
作
用
が

あ
り
恐
い
の
で
、
健
康
食
品
や
薬
湯

通
い
で
ご
ま
か
し
ご
ま
か
し
こ
こ
ま

で
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年

の

梅
雨
入
り
頃
か
ら
徐
々
に
体
調
が
悪

く
な
り
、
気
持
ち

の
さ
え
な
い
状
態

が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

光
線
療
法
を
は
じ
め
て
体
験
し
た
時

の
気
持
ち
良
さ
を
思
い
出
し
、
光
線

治
療
で
少
し
で
も
良
く
し
た
い
と
願

い
、
神
戸

の
ウ

エ
ノ
光
線
さ
ん
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
今
回
お
世
話
に
な

っ

た
次
第
で
す
。

光
線
治
療
器
は
ま
だ
使
い
始
め
て

十
日
ほ
ど
で
す
が
、
光
線
を
か
け
て

い
る
と
身
体
が
芯
か
ら
温
ま
り
、
大

変
気
持
ち
良
く
痛
み
も
和
ら
い
で
ま

い
り
ま
す
。
毎
日
、
朝
、
昼
、
晩
と

照
射
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ナ

た
し
ま
す
。
　

　

　

　

　

一

月

サすモ7

彦蜀
S―

「
健
康
と
光
線
」
の
購
読
者
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
事
業
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒
剛
　
東
京
都
目
黒
区
日
黒
４
１
６
１
１８

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
ＴＥＬ
田

〓
一焼

一九
二
日
Ｈ
二
以
二．

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）

ヽ     ノ

サ
ナ
モ
ア
の
効
果
は
体
験
し

菫 住
］¨
漱
い
に
請
“
れ
昴
熱
い
」
姫
』

却
”
を
体
験
し
た
体
験
記
ほ
ど
説
得


